団子して 食う 分ぐ らい、 わげ なく 喰れ でし まう がらな _ 

わらし 

—— まあ、 なん ぼで も 拾って 来ん ベで。 孩 子ども だの 

なんの つて 言って つと、 まだ は あ、 長び く 原因で、 去 

年の ように、 拾わね え うぢに、 みんな 雀に 喰って しま 

うがら 」 

併し 平 三 爺 は、 そのまま すぐに 出掛けて 行く ので は 

無かった。 —— 祖先から 承け 継いだ 財産 を、 自分の 代 

に、 ほとんど 無くして しまったので、 爺 は、 枠への 憂 

慮から、 働き 続けよう、 働き 続けようと 努力して いる 

ので は あるが、 しかし、 身体の 方 も 大分まい つてい る 

ちと 

の だし、 気持ちの 上で は、 ょリ 以上に 休息 を需 めて い 



しょうぶん 

ない 性分だった。 ばかりでなく、 爺が あまり 馬鹿 馬 

つつ， I 

鹿し い 苦労な ど をす る 時には、 むしろ、 罵りに 近い 言 

葉で 制め る ことがあった。 

平 三 爺 は、 他所の 年寄り 達な どに 比べる と、 自分が、 

非常にいた わられて いると いう こと を 知っていながら、 

枠の 心の底に、 意地の 悪い ものが あるよう に 感じた 時 

や、 罵りに 近い 言葉 を 受けた 時には、 やはり、 非常に 

寂しい 気持ちに なった。 爺が、 山茶花 を 大切に し、 そ 

れに 自分の 慰め を繫 ぐよう になった の は、 それからの 

ことであった。 その 山茶花 は、 まだ 相当に やって いた 

頃に、 婆さんの 植えた もので あつたが、 平 三 爺の、 長 



操三郎 は、 山茶花の 樹の 下から、 平 三 爺の 寝て いる 

部屋の 前の 方へ 歩いて 行った。 長 作 は、 手 を かけて ま 

で 引き止める わけに 行かない ので、 ただ、 その 男の 後 

に跟 いて 行った。 長 作に して は、 その 一本の 山茶花よ 

リも、 稲扱き 機械の 方 を 欲し いのは 勿論だった。 しか 

し 長 作 は、 父親の 気持ち をない がしろ にして まで は 望 

み 得なかった。 

r 此方の 家の 爺つ あま。 病気 はどうで がす？」 

平 三 爺 は、 なんとなく、 聞き覚えの ある 声の ように 

思って、 寝床の 上に 腹這いに なった。 

「ね、 此方の 家の 爺つ あま。 II 」 と 操三郎 は、 縁側 



へ 長くな り、 顔 を 障子の 側まで 持って行った。 その 二 

度 目の 声で、 平 三 爺 は、 稲扱き 機械 を 売って 歩く、 町 

の 操三郎 だとい うこと がわかった。 

「爺つ あん！」 と 長 作が、 そこの 障子 を 開けた。 

「ね、 此方の 家の 爺つ あまご 操 三郎は 縁側へ 腹這いに 

なって、 平 三 爺に 話しかけた。 「機械 一 台 ど、 どうで え 

す？ あの 山茶花の 樹ど、 取つ 換え まえん か？」 

「それさな 9 」 

平 三 爺 は、 口 を もぐ もぐと 動かしながら、 げっそり 

と 肉の 落ちた 面 を 伏せて 考え込む ようにした。 そして、 

やつ 

やがて また その 窶れ 果てた 血の気の ない 顔 を 上げ、 枠 



の 長 作の 顔に 見入りながら 言う のであった。 

「俺 はどうで もい いげつ とも、 長 作 あ 9 」 

「長 作 氏 は、 ほしがって、 ほしがって。 —— 一台の 機 

械で、 五 人 分 も 仕事が 出来ん の だから、 うんと ほしがつ 

ていん の だげ つと も、 やはり、 爺つ あまさの 遠慮で… 

〜」 と 操三郎 は、 横から、 少し 渋味の ある 声で 饒舌り 

たてた。 

長 作 等に は、 実際、 稲扱き 機械 は 強い 誘惑 を 持たず 

に はいなかった。 一台の 機械に、 二人の 人間が ついて 

いれば、 五 人 分の 仕事 は 楽に 出来る。 誰に だって 使え 

る 機械 だし、 それに、 来 も 別段いた まない し、 減り も 



山茶花 を 手放した くはなかった。 併し、 だからと 言つ 

てこれ を 拒絶して、 手 i きを 使い 続ける 気に も なれな 

かった。 

「俺 は、 もう、 これき りの 人間 だ。 山茶花な ど！ そ 

にしら しあわせ 

れ より、 汝等 せえ、 幸福で …… 」 

平 三 爺 は、 もう 一度こう 言って、 涙に 濡れた 顔 を、 

とくと 枕に 押し あてた。 
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